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１．お客様の要望に真摯に耳を傾ける
私たちは、お客様の要望に真摯に耳を傾け、お客様に満足いただける商品・サービスを
お届けします。

２．適切な情報を積極的に提供する
私たちは、適切な情報を積極的に提供し、お客様の信頼にお応えします。

３．安全性の追求と法規の遵守
私たちは、安全については妥協することなく可能な限り調査研究を尽くし、関連する法規を
遵守し、常に一定品質の商品・サービスをお届けします。

４．ＩＳＯの考え方を基本にした独自の品質保証システム
私たちは、国際基準であるＩＳＯの考え方を基本とした味の素品質保証システム【アスカ】
で品質を保証します。

５．社員一人ひとりが最善を尽くす
私たちは、経営のリーダーシップのもと、研究・開発から生産・物流・販売・サービスに至る
までの社員一人ひとりが、安全で高品質な商品・サービスの提供に最善を尽くします。

味の素グループ品質方針

味の素株式会社の国内商品は、お客様相談センターに届くお客様の声の中から、
お客様の知りたいことを、優先順位をもってパッケージに表示し、又はホームページ
上に公開しております。
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味の素株式会社の加工食品の表示概要
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原料原産地情報開示の状況

 パッケージには表示していない。
 ホームページには、主要な原材料に対する原料原産地を

記載している（原料規格書規格書情報）。
 お問合せでは、個々の原料の規格書に基づく原産地をお

応えしている。
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味の素㈱の加工食品の過去１０年間のお問合せの解析

ミートホープ事件
中国餃子農薬混入事件

原発事故の影響

2015年1月～12月の原料原産地に関する
お問合せの内訳

 お問合せが多いのは、ある特定の国
または放射能関連。

 事件が発生すると原料
原産地のお問合せが増
加する。

 2015年の原料原産地
に関するお問い合わせ
は約0.8％。
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 お客様が調理しやすいよう
にカット野菜の絵を追加した。

 重要な工程を強調した

お客様の｢声｣による商品改善「お客様の声」基づく表示の改善の例

 お客様に分かり易いように、
アレルゲンリストを追加した。

 分かり難い言葉を解説した。

原料のｷｻﾝﾀﾝは、ｿｰｽのとろみを
つけるために使用しており、糖蜜
などを発酵して作られます

 お客様相談ｾﾝﾀｰの連絡先
を見やすくした

 お客様の要望により、調理後のｶﾛﾘｰと食塩相当量を表示した

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)



栄養成分表示（法定表示）CookDo ® ｶﾞﾘﾊﾞﾀ鶏（2人前）の個装表示

 ３つの表示：①法定表示、②商品価値を伝える表示、③お客様の「知りたい」に応える表示
 既に多くのの「お客様の知りたい」に応える表示を行っており、スペースが不十分。
 原料原産地情報等の詳細情報はﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに記載。

調理後のｶﾛﾘｰと塩分（お客様の知りたいに応える）

一括表示
（法定表示）

分かり易い作り方の表示
・ 分かり易い絵
･ 火の強さの目安
・ 油、ｿｰｽのはね注意

（お客様の知りたいに応える）

分かり難い言葉の解説
（お客様の知りたいに応える）

識別ﾏｰｸ（法定表示）

分かり易いｱﾚﾙｹﾞﾝﾘｽﾄ
（お客様の知りたいに応える）

お問合せの方法
（お客様の知りたいに応える） 包材の材質

（お客様の知りたいに応える）

商品価値を
伝える表示

賞味期限表示とJANコード
（法定表示・自主規格表示）

商品価値を
伝える表示

商品価値を
伝える表示
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ﾚﾄﾙﾄ食品である旨（法定表示）

２人前である旨
（法定表示）

調理方法（法定表示）



CookDo® ｶﾞﾘﾊﾞﾀ鶏のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ情報とお問合せ対応

原材料名

しょうゆ、砂糖、大豆油、にんにく、発酵調味料、バター、食塩、風味油、酵母
エキス調味料、バターオイル、唐辛子、チキンファット、調味料(アミノ酸等)、糊
料(加工でん粉、キサンタン)、酸味料、香辛料抽出物、(小麦を原材料の一部
に含む)

内容量 ５０ｇ

栄養成分

25g（1人分）の標準栄養成分

エネルギー：49kcal 、たんぱく質：1.0g 、脂質：2.4g 、炭水化物：5.8g 、
ナトリウム：490mg（食塩相当量：1.3g）

調理後の栄養成分（１人分）

エネルギー：271kcal、食塩相当量：1.3ｇ ※味の素㈱調べ

アレルギー物質 乳、小麦、大豆、鶏肉

製造工場 味の素グループのクノール食品（株）東海事業所（静岡県）
または味の素（株）の国内協力工場（三重県）

主な原料の産地 バター（日本、オーストラリア）、にんにく（中国）

商品に関するQ＆A Cook Do® きょうの大皿 ガリバタ鶏（チキン）用に関するQ&Aページはこちら

 主な原料の原産地情報やその他商品に関するよくある質問を、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ上
で情報を公開しています。

 原料原産地が複数ある原材料については、この例に示すように、使用する
可能性がある原産国を並べて表示しております。
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原料原産地に関するお問合せがあった場合は、このホームページ情報と同様
にお応えしております。

http://okyakusama.ajinomoto.co.jp/qa/awase/cookdo_awase


味の素冷凍食品株式会社の
原料原産地の情報提供状況
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東京都条例（調理冷凍食品品質表示実施要領）

【対象原材料】
・生鮮原料若しくは26の食品群を原材料として使用する場合。
・上記食品群の原材料の重量に占める割合が上位3位までのもので、かつ5ﾊﾟｰｾﾝﾄ以上原料。
・商品名にその名称が付された原料。 （例） 商品名が「ｴﾋﾞﾋﾟﾗﾌ」の場合の「ｴﾋﾞ」

【表示方法】
・対象原材料の原料原産国を、容器包装の見やすい箇所への表示すること。
・原材料の原産地が複数ある場合は、原材料に占める重量の割合が多いものから順に記載すること。

【頻繁な切替等により容器包装への表示が極めて困難な場合】
・ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄやﾌｧｯｸｽ、電話等を利用して原料原産地についての情報を入手できる仕組みを整備すること。
・容器包装にその問い合わせ先を明記すること。

冷凍食品の「東京都条例」に基づく品質表示

都条例対応状況

東京都条例への適用状況

【ﾊﾟｯｹｰｼﾞ上の表示】
・ 調達の安定化のために複数購買を行っており、切り替えによる表示変更が難しいため、
原料原産地表示は実施していない

【ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ上の情報公開】
・ 前年の購入実績を基にした原料原産地情報を公開するにとどめている。

【お客様相談室での対応】
・ 賞味期限及びお問合せ番号を、原料原産地情報（FAｼｽﾃﾑ）と照合することで、個々の

商品の原料原産地情報を正確に回答している。 9



原料調達の仕組み

■ 使用する農畜水産原料又はその中間加工品は、国産若しくは外国の指定
農場（一部の農畜水産原料を除く）のものを使用する。

■ 野菜の指定農場（外国）の選定

(1) 圃場図面、栽培管理方法、農薬リスト、農薬検査結果、土壌分析、
トレーサビリティの確認

(2) グローバルＧＡＰ視点での圃場監査の実施
事前調査情報の確認、ドリフトの可能性評価。

■ 野菜の指定農場（外国）の管理と野菜の購入

(1) 年に１回以上、収穫か播種の時期に現地監査を実施。
(2) 予算策定時に、生産計画、購買計画、生産計画の確認。

区画ごとの収穫前農薬分析を実施（約200項目の分析）。

■ 野菜の受入

(1) 原料毎のQRコードを発番し、産地、ﾛｯﾄ番号、ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ、工程の記録
などをＦＡシステムの中で紐付する。
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「プリプリのエビシューマイ」のパッケージ上で、原料原産地に繋がる情報

※ 主要な原材料の産地については、味の素冷凍
食品㈱ホームページ、お客様相談室にお問い
合わせください。

個装毎に異なるお問合せ番号の画像を全て保管
します。
お問合せ番号と原料原産地情報を紐付けることで、
お客様のお問合せに対応しています

お問合せ番号
⇒製造時間
⇒製造ロット情報
⇒原料原産地情報
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(1)

(2)
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主な原料の
産地

原 料 産 地

えび タイ、ベトナム、エクアドル、インド、インドネシア

たまねぎ 中国、日本、アメリカ

魚肉すり身 アメリカ、タイ、インドネシア

やまいも粉
（やまいも）

中国

原材料名
たまねぎ、えび、魚肉すり身、豚脂、つなぎ（でん粉、
卵白、粉末状大豆たん白）、砂糖、パーム油、食塩、蝦
醤、なたね油、ホタテエキス調味料、やまいも粉、発酵
調味料、香辛料、えび風味調味料、皮（小麦粉、大豆
粉）、加工でん粉、調味料（アミノ酸等）

使用している原料は、味の素冷凍食品(株)の厳しい基準で管理した原料のみを使用しています

※使用している原料は、厚生労働省が定める食品衛生法のポジティブリスト制度に適合しています。
※野菜などは、日本国内で使用が許された農薬等を最小限使用し、収穫後には残留農薬検査を行っています。
※生鮮品は、収穫できる季節の違いや気候などにより、品質や供給量の変動が大きいため、複数産地からの安定購入を行っています。
＜中略＞
※商品の原料・産地等について、より詳しい情報をお求めの場合にはこちらよりお問い合わせください。

「プリプリのエビシューマイ」の原材料に関するﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ情報
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ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ
ｼｽﾃﾑ

（FAｼｽﾃﾑ）

原料原産地
情報提供の
仕組み

味の素冷凍食品のトレーサビリティ及び原料原
産地に関する情報提供の仕組み
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QRコード情報
・原料名、原料
ロット情報

製造工程情報
・工程の情報 等

インラインカメラ

お問合せ番号情報

・ 原料原産地樹法
・ 製品のﾛｯﾄ情報

・ お問合せ番号情報
・ 製造時間情報

早見表作成

ＦＡシステム

原料原産地
情報ＤＢ

トレーサビリティ

リコール等による危害の回避

画像情報

物流情報
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

出荷・物流に関
する情報



味の素グループ国内食品の
原料原産地に関する情報提供のまとめ
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 トレースバックが可能となる独自の仕組みを作ってきた。
加工食品では、使用の可能性がある原料の原産地情報を

ホームページ上に並べて記載・開示している。
冷凍食品では、東京都条例に対応し、前年の購入実績に基

づく原料原産地情報を、ホームページ上に並べて記載し、詳
細についてはお客様相談室へのお問合せで対応している。
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加工食品も冷凍食品も、原料の切り替えへの対応が容易で
なく、正確に個々の商品の原産地情報を表示することが難し
いことから、パッケージへの表示は行っていない。

切り替え発生のため、大手食品企業がコストをかけても表示対
応が難しい。
更に、中小企業の実行可能性を考えると、原料原産地表示の
拡大のためには、直罰規定を避けより柔軟な制度を考える必
要がある。
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